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様式第］ 3号

琉球大学大学院

人文社会科学研究科委員会 殿

博士論文審査委員会

主査 豊見山和行

副査 鳥山淳

副査 藤田陽子

学位（博士）論文審査の結果報告書

このたび、博士論文審査委員会として、学位論文の審査を終了しましたので、その結果

について、下記の通り報告します。

記

学成：：土：＝論文比□疇：：豊見山和行

鳥山淳藤田陽子

不合格

論文題目

＼
 

審

査

要

旨

近世後期における琉球国の社会経済史研究

一人ロ・貨幣・物価を中心に一

本論文は、琉球の近世後期 (18世紀～19世紀末）における人ロ・貨幣

・物価を基軸として考察した論考であるC 本論文の特長は、第一に、近

世の人口史料に関する批判的検証によって近世後期の総人口の増加を明

確にした点にある。その上で、飢饉．疫病の発生年と人口の推移、人口

構造との連関性についても独自の視点から考察を加えている。第二に、

貨幣史について、新たな分析視角を提起した点にある。旧来の研究では

流通貨幣の希少さと都市部（首里・那覇）でのみ流通していたと捉えら

れてきた。本論文では、その認識方法は金属貨幣に偏った立論であると

して、それ以外の実物貨幣と信用貨幣の側面からの研究視角を提示し、

各貨幣の様相に関して実証的に論を展開している。金属貨幣論では、少

額貨幣としての鳩目銭や京銭（寛永通宝）に関する新史実を数多く発掘

することで、首里王府の銭貨政策の変転を解明している。第三に、ほぽ

未開拓の研究領域である物価史について積極的に試論を展開している。

旧来、琉球社会の停滞性や民衆収奪論の傍証として物価史料が援用され

てきたが、本論文では米価の変動を通時的に捉える方法論によって長期

的には物価上昇が見られること、 1860年代の王府による銭貨政策 ・（文替

り）の問題と物価史との内的連関性等を解明している。このように本論

文は、低迷していた社会経済史研究の新局面を切り拓く研究成果となっ

ている。以上のことから、審査委員会では三人の委員が一致して、博士

論文の水準に十分達しているものと判断した。
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様式第 14号

琉球大学大学院

人文社会科学研究科委員会殿

博士論文審査委員会

主査 豊見山和行

副査 鳥山淳

副査 藤田腸子

最終試験の結果報告書

このたび、博士論文審査委員会として、最終試駿を終了しましたので、その結果につい

て、下記の通り報告します。

記

学成生人：番；：土価＝ 終科試験比：二誓：：

豊見山和行

鳥山淳 藤田陽子

不合格

結

果

要

旨

副査•藤田陽子の総括のもとで、申請のあった博士論文の内容とそれ

に関連する授業科目について口頭による最終試験を行った。本論文の題

目は 「近世後期における琉球国の社会経済史研究一人ロ・貨幣・物価を

中心に一」である。以下の三点を中心に試験を行った。

まず、口頭試問で関連質問を行い、本論文が学位の水準に達している

ことを確認した。次に、本論文に関連する基礎的な専門知識や自らの論

文の研究史上の位龍づけを問い、研究上の貢献があったことを確認した

。そして、本論文で取り上げた研究分野に関係する授業科目、 「琉球近

世史学演習」、 「琉球近世史学特論」、 「比較地域文化総合演習」など

の視点から、学位に相応しい研究能力とその学識を有していることを確

認した。

以上の諸点から本審査委員会は、本論文に加え、その分野における学

位の水準に達していると認め、最終試験に合格と判断した。
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